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研究成果の概要（和文）：単語認知スキルの向上に伴って理解度も向上するとする自動化理論の

シナリオは第二言語の読み手に当てはまるかどうかは明らかではない。英語上級レベルの学習

者を対象とした最新の研究（Taguchi et al., 2012）では自動化理論が当てはまるには一定レ

ベルの理解度が読み手に求められるのではないかという仮説が提起され、その検証が求められ

ている。 
 

研究成果の概要（英文）：Automaticity Theory theorizes that, as readers’ word recognition 

skills improve, their reading comprehension concomitantly increases. It is not clear, 

however, whether this scenario applies to reading in a second language. A recent diary 

study (Taguchi et al., 2012) suggests that a certain level of comprehension is needed 

in L2 readers for the theory to explain the relationship between word recognition and 

comprehension. Further quantitative research will confirm this scenario. 
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１．研究開始当初の背景 

2000 年の National Reading Panel (2000)
の報告書でreading fluency（読みの流暢さ）
は母語としての英語教育において重要な研

究テーマの一つに挙げられ、以来研究が加速
度的に進んでいる。第二言語の読みにおいて
もその重要性はさまざまな研究者により示
唆されてきた。reading fluency の理論的枠
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組みとして自動化理論(LaBerge & Samuels, 
1974; Samuels, 1994)があるが、その提唱す
るシナリオを単純化して述べると、単語認知
スキルの向上に伴って読みの理解度も向上
するというものである。人間の認知的処理能
力は作動記憶の制約を伴い、単語認知に大半
の注意資源が使用されると理解のために十
分な資源量を振り向けることが難しくなり、
その結果、効率的な読みの理解が阻害される
というものである。このシナリオは、英語母
語話者には一般に当てはまるということが、
National Reading Panel (2000), またそれ
以降に発表された reading fluency に関する
概観論文やメタ分析論文により明らかにな
っている（Chard, Vaughn, & Tyler, 2002; 
Kuhn & Stahl, 2003; Therrien, 2004)。し
かし、そのシナリオが第二言語や外国語の読
み手にとっても当てはまるかどうかについ
てはあまり研究が多くないため、まだ、はっ
きりした結論は出ていない。 
 
２．研究の目的 

Taguchi, Gorsuch, Takayasu-Maass, & 
Snipp は第二言語における reading fluency
と comprehensionの関係を明らかにするため
の予備研究として、第二言語としての英語運
用能力の高い読み手に Repeated Reading 
(RR) (Samuels, 1979)を行ってもらい、
reading fluency の向上がどのように理解度
に影響を与えるかについて調査を行った。研
究協力者は高度な読解能力を持ち、読みに関
する認知・メタ認知ストラテジーを効果的に
使用することができ、しかも自己の学習プロ
セスを客観的に言語化できる高いメタ認知
能力を有する英語学習者である。本研究では
RRの取り組みの diary entries と同時に量的
データである黙読速度も収集し、質的アプロ
ーチを中心にしながらも、量的な検証も含め
る工夫をした。 
 
３．研究の方法 

TOEIC テスト 950 点、及び実用英語検定試
験 1級合格者である研究協力者に、研究の目
的、手順、マテリアル、そして参加したこと
で生じる負担、個人情報に関する取り扱いに
ついて説明をした後、自発的参加を要請し、
同意のもとに本研究を実施した。研究で用い
るテキスト、音声モデルとなるカセットテー
プ、そして diary entries、及び RRの記録を
するためのログシートをファイルにして渡
し、手順について確認を行った。また、同時
に事前テスト、事後テストについても実施手
順等を確認した。実施期間中は実施状況、及
び協力者からの質問についてすべてメール
にて問い合わせと回答を行った。 
 
４．研究成果 

本研究の結果、次のことが判明した。 
(1)理解度が高く、メタ認知スキルに優れた 
   読み手にとっては自動化理論が当てはま

る可能性が示唆された。 
(2)repeated reading は上級レベルの学習者 

については第二言語発達のために活用さ
れる場合と、読みの流暢さを伸ばすために
活用される場合があること、そしてそれは
テキストに含まれる未知語の割合による
可能性があることが示された。具体的には、
未知語の割合が 5%-2%の場合には目標言語
の語彙や文法に関する習得に重点が置か
れ、2%以下の場合には読みの流暢さの向上
に重点が移る（Nation, 2001, pp. 149-150）
可能性が示唆された。 
読みの流暢さの発達を促す方法としては、

理論面そして実践面からも、多読（extensive 
reading）が普及しつつある。一方で、第二
言語、そして外国語による読みにおいては１
回の読みではテキスト情報の処理がうまく
行かず、理解度が比較的低く、テキスト中の
細部にわたる理解には至らず、テキスト中の
問題箇所も把握できないことが多い。これは
自動化理論が説明しているように、注意資源
の容量の多くを単語認知などの下位プロセ
スに割かざるを得ず、理解に必要な容量が確
保できないからと考えられる。RRが多読の短
所を補完し、第二言語の読み手が、常に高い
レベルのテキストの理解度を保ちながら、そ
の語彙知識や文法知識を最大限に活用し、読
みのスキルを向上させるのに有効な方法で
あることを今後の研究で実証したい。また、
同時に、下位スキルと上位スキルをバランス
よく養成する必要性についても明らかにし
たい。 
本研究の結果を受けて、異なる母語背景を

持ち、また多様な運用レベルの第二言語学習
者を対象に、同一教材を e-Learning で共有
し、100 名を超える規模の継続研究を計画し、
この問題を検証するべく準備を進めている。
2011 年世界応用言語学会（中国、北京外国語
大学）で上記の diary study について発表を
し、また、韓国の学会 ALAK (The Applied 
Linguistics Association of Korea)の年次
大会で招待講演者として第二言語における
reading fluency の重要性、及び第二言語の
リーディングの分野における reading 
fluency のこれまでの研究の概観を行い、今
後の研究の方向性について検討を行った。な
お、2008年度より続いてきた本研究の成果と
して上記の diary study が Reading in a 
Foreign Language の 2012 年 4 月号に掲載さ
れる運びとなった。 
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